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会議録（要旨） 

 
会議名称 第３回阿南市こどもまんなか会議

 
開催日時 令和７年１１月２６日(水)　１０時３０分～１１時３０分

 
開催場所 阿南市役所　６階６０３・６０４会議室

 

出席委員 

（敬称略）

伊勢　有紀子、谷　真澄、青木　吏佳、畭尾　美佐、木内　啓嗣、 

木下　敦志、霜田　泰徳、磯部　健太郎、松浦　好子、片山　美幸、 

森田　範子、渡部　友子

 

会議内容

【開会】 

【議題】 

１ 不登校・ひきこもり支援団体アンケート結果 

委員の意見等 

・今現在、阿南市で把握している不登校やひきこもりの方の人数を教えていた

だきたい。 

・小学校の低学年で不登校が増えているというのを聞いている。不登校・ひき

こもりの支援に関しては、市の方で何かしらの手立てを考えていくということ

は非常に大切なことだと思う。 

・ふれあい学級の利用者の声を聞きながら、こどもたちにとって居心地のいい

場所、どういうところがあれば居心地のいい場所になるのかといったことを十

分に聞き取っていきたいと思う。また、心理的なサポートや福祉的なサポート

が必要であれば、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなどの

関係者につないで支援することで、こどもたちが孤立感を感じて、ひきこもり

になることを防ぐとともに、保護者も子育てに行き詰まりを感じないようにし

ていきたいと考えている。 

・何か事務局で具体的に考えていることがあれば教えてほしい。 

・相談先について、こども支援課と教育委員会が中心になると思うが、当事者

の方が相談しやすいように連携をしっかりしていただきたいと思う。 

・社会全体で人材不足の時代ではあるが、スクールカウンセラーなどの人材確

保ができるような取り組みがあればいいと思う。 

・相談を受ける中で、学校にも情報共有が必要な相談があると思う。その場合

はどのような対応をしているのか。 

 

２ 阿南市こども計画素案 

委員の意見等 

・基本目標４の（３）「こども・若者の健康を守る取組の推進」の中にある「幼

児健康診査の充実」の施策を見ると、５歳児健診が抜けている。 



2 

 ・基本目標５の（２）「こども・若者、子育て家庭の安全・安心を守る取組の推

進」の中にある「子育て支援機能強化に係る公園整備」の施策について、阿南

西部公園にある大型の滑り台が１年近く修理されていない状況である。また、

那賀川町にある公園でも同様に滑り台が修理されずにロープが張ったままの

状況であると聞いている。計画に載せるということは、机上の空論ではなく本

当に進めるということで問題ないか。 

・計画策定の趣旨、位置づけ、基本理念とあるが内容が微妙にずれている気が

している。　趣旨では、第３期計画と子ども・若者計画を「一体的に策定する」

としており、位置づけでは、４つの計画名を示したうえで「法定計画を内包す

る」となっている。 

　また、基本理念は、こども基本法だけが大きく書かれており、若干ずれがあ

るように思う。 

・第２章の統計データについて、課題や基本目標に沿ってデータを出した方が

分かりやすくなると感じた。 

・評価指標について、基本目標ごとに設定するのではなく、１つ１つの施策に

対して評価指標があった方が、評価がしやすいのではないかと感じた。 

・第４章の施策の展開について、重点的な施策を設定し、こども計画として力

を入れていきたいという部分を示した方が取り組みやすくなると思う。 

・子ども・子育て支援事業計画を第５章に入れる必要があるのか疑問に感じた。

量の見込みと確保ということで、こども計画の中でも子育て支援に関する項目

に入るのではないかと思う。 

 

３　パブリックコメントについて 

委員の意見等 

・児童・生徒へのパブリックコメントはどのように求めていくのか。 

・この計画の期間は何年から何年までか。 

・周知方法について、保護者の目線で言えば、保育所や幼稚園、小学校のポス

ター掲示の場合だと、結局送り迎えとかで通り過ぎてしまうため、小児科とか

待ち時間が多いところに置いた方がいいと思う。 

・実施期間が年末年始にかかっていることから、意見を出しにくいのではない

かと思う。また、期間も短いように感じるが、そのあたりはどう考えているの

か。 

 

　４　その他 

　（次回の会議開催について説明。） 

 

【閉会】


